
2011年に起きた東日本大震災から被災地では復興が進んでいます。し
かし、いまだにそれぞれの地域では、住民だからこそ感じる風評被害や
コミュニティー問題が残されており、問題の解決が課題となっています。
今回は復興に焦点をあて、福島県いわき市でコットン畑を運営し復興事
業を行っている特定非営利活動法人ザ・ピープルにお話を伺いました。

ザ・ピープルは、福島県いわき市を拠点とし、「住民主体

のまちづくり」をモットーにさまざまな支援事業を行っている団

体。古着リサイクルなどの事業を行いながら、東日本大震

災後からは、復興支援事業に注力し、オーガニックコットン

の栽培・ものづくり事業やフードバンク事業を展開している。

特定非営利活動法人  ザ・ピープル

理事長
吉田 恵美子さん

福島から世界へメッセージ
コットンベルトの実現で
さらなる復興を目指す

福島県いわき市

https://npo-thepeople.com/
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携
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コ
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ト
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テ
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ま
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れ
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収
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催
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築
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催
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携
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ボ
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感
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が
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が
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大
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ザ
・
ピ
ー
プ

ル
が
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の
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点
と
す
る
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わ
き
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で
は
、

地
震
だ
け
で
な
く
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発
の
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も
抱
え
、
い

ま
だ
に
さ
ま
ざ
ま
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課
題
が
あ
り
ま
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震
災
後
、
農
家
で
は
、
原
発
事
故
の
影

響
か
ら
、
野
菜
を
作
っ
て
も
買
っ
て
も
ら
え

な
い
と
い
う
風
評
被
害
に
悩
ま
さ
れ
、
農
業

を
や
め
て
し
ま
う
人
た
ち
も
多
く
い
ま
し
た
。

ま
た
、
周
囲
の
町
か
ら
い
わ
き
市
に
避
難
し

て
き
た
被
災
者
と
地
域
住
民
と
の
間
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
立
場
や
、
復
興
に
対
す

る
思
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な
ど
の
違
い
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
つ
な
が
り
に
亀
裂
が
生
じ
る
危
機
に
も
陥

り
ま
し
た
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そ
ん
な
状
況
の
な
か
、
ザ
・
ピ
ー
プ
ル
理

事
長
の
吉
田
恵
美
子
さ
ん
は
「
誰
も
置
き
去

り
に
し
な
い
世
界
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

震
災
直
後
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
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の

運
営
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
復
興
支
援
活
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を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

2
0
1
2
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か
ら
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評
被
害
の
払
拭
や
避
難

者
と
地
域
住
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と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
問
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の
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決
を
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に
、
有
機
農
法
で
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て
る

コ
ッ
ト
ン
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培
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を
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し
ま
し
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コ
ッ
ト
ン
の
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を
選
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だ
理
由
は
、
塩
害

に
強
い
と
い
う
コ
ッ
ト
ン
が
も
つ
特
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以
外

に
も
あ
っ
た
と
吉
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。「
重

要
な
の
は
、
人
が
口
に
入
れ
な
い
作
物
と
い

注目のヒト・モノ・コトをお伝えします

スタッフは一からコットンのことを学び、工夫を重ねながら栽培している在来種の茶綿を栽培。コットンには、ゴシポールという動物が苦手な成分が含まれ
ており、獣害はほとんどない

福島浜通りでの帰還を後押し
コットンベルト実現化事業

活動名

収穫したコットンは手作りの人形を作ったり、紡績工場で糸にされ、タオルなどに
加工される

コットンを手紡ぎした糸で作られるランプシェードはイルミネーションイベントで注目
されている
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いわき市

その他、南相馬市、会津美里町、
丸森町（宮城県）にも各1か所あり
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